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◎自主財源＝市が自主的に集めることができる収入

【市税】市民税、固定資産税、軽自動車税など

【繰入金】財政調整基金等からの繰入金

【諸収入】藤波ダム小水力発電収入など

【その他】使用料・手数料、分担金・負担金など

◎依存財源＝国や県から交付または割り当てられる収入

【地方交付税】所得税などの国税から交付される収入

【国庫・県支出金】市の事業に国・県から交付される収入

【市債】大きな費用が必要となる事業のための長期的な

         借入金

【各種交付金等】地方消費税交付金・森林環境譲与税など

歳入

◎義務的経費＝支出が決まっている経費

【人件費】職員の給与など

【扶助費】医療費の援助など

【公債費】市債の返済（元金・利子）

◎その他の経費

【物件費】備品の購入や印刷費、光熱水費など

【補助費等】各種団体に対する負担金・補助金など

【積立金】国債等運用益の基金積立金

【繰出金】特別会計への繰出金

【普通建設事業費】道路や学校などの建設費

【その他】維持補修費、出資金、災害復旧事業費など

歳出

一般会計

※数値や構成値は、四捨五入により合計が一致しない場合があります

市税(18.0％)

29億4,021万円

繰入金(12.3％)

20億259万円

諸収入(1.9％)

3億1,756万円

その他(6.4％)

10億5,099万円地方交付税(30.1％)

49億1,000万円

国庫支出金(13.3％)

21億7,230万円

県支出金(8.0％)

13億68万円

各種交付金等(4.9％)

7億9,237万円

人件費(15.2％)

24億7,899万円

扶助費(20.3％) 

33億1,197万円

公債費(9.2％) 

15億396万円
物件費(15.6％) 

25億4,572万円

補助費等(17.6％) 

28億6,369万円

普通建設事業費(6.2％) 

10億321万円

積立金(3.7％) 

5億9,673万円

その他(3.2％)

5億2,514万円 

一般会計

総額　162 億 9,600 万円（前年度比 ＋ 3.1％）
　歳入は、市税を含む自主財源は歳入全体の 38.7% の 63 億 1,135 万円、地方交付税等の

依存財源は歳入全体の 61.3% の 99 億 8,465 万円となっています｡  

　歳出は、限られた財源の中で国・県の補助金等を最大限活用し物価高騰等に対する緊急

対策や “SDGs” と ” 脱炭素化 ” 持続可能な地域社会づくり に加え、子育て世帯支援として

給食費補助事業や、奨学金返還支援補助事業も推進していきます。引き続き子育て世帯等

マイホーム取得支援事業や結婚新生活応援事業を実施し、若年層の人口減少を食い止め未

来明るいうきは市を目指していきます。

「切れ目のない子育て支援の充実」

●  問合せ 企画財政課財政係 ☎73-9152
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・給食費補助事業

・公共施設予約システム導入事業                  

5,774千円

これまで通りの量や栄養バランス

の給食で「今日もおいしい！！」

特別会計は、国民健康保険事業と後期高齢者医療

事業と自動車学校事業において事業状況を明確に

するため、

一般会計と区別して設置されています。

3事業会計で合計45億4,100万円を計上しています。

下水道事業と簡易水道事業の2事業会計で合計27

億9,270万円を計上しています。生活衛生環境の

維持向上及び安全な簡易水道供給などに取り組み

ます。

【収益的支出】人件費、減価償却費等

【資本的支出】建設改良費、企業債元金償還金等
予算額 前年度比

国民健康保険事業 38億4,537万円 ＋1.6％

後期高齢者医療事業 5億4,712万円 ＋7.9％

自動車学校 1億4,851万円 △3.2％

「新しい生活様式」を踏まえた
まちづくり

～Society5.0に向けた社会実装～

"SDGs"と"脱炭素化"
持続可能な地域社会づくり

人材育成
～新たな学びへの挑戦～

地域経済の好循環を目指して
出産・子育て応援

～若年層の人口減少対策～

特別会計 公営企業会計 

収益的支出 資本的支出

下水道事業 13億4,888万円 13億6,528万円

簡易水道事業 7,145万円 709万円

ゼブ

　給食材料費の高騰分を補助

し給食費を据え置くことで、

子育て世帯の負担増を抑制し

ます

（小中学校・保育所・幼稚園）

市内で新築住宅を取得する

子育て世帯等に補助金を支

給します

・子育て世帯等マイホーム
取得支援事業

13,869千円

30,000千円

議案書を含む紙での書類配布か

らタブレット端末を使用した

データ配布方式に切り替えるた

めペーパーレス会議システムを

導入します

オンラインで予約できる施設予

約システムを導入します

・ペーパーレス会議システム導入
事業                5,660千円

・公共施設ZEB化検討事業

 3,212千円

　大規模な空調設備改修やLED化

 の必要な公共施設について脱

 炭素化を検討していきます

・小規模林業支援モデル事業

　1,000千円

林業の新たな担い手や中山間
地域の活性を目的に小規模林
業の参入・拡大に必要な経費
を補助します

・奨学金返還支援補助事業
 1,800千円

市内事業者の担い手となる若い

人材を確保するため、奨学金の

返還を支援します

・浮羽究真館高校生徒下宿等費用

 支援補助事業  7,200千円

地域の活性化と将来に向けた移

住定住につなげるため、生徒の保

護者に対し、下宿等の家賃の一部

を補助します

・リスキリング支援事業
  1,446千円

多様化する働き方の変化に対応

するため、スキルや知識の習得

を目指す方を対象にセミナーを

開催します

・セカンドブック事業

   495千円

読書の楽しさを知るきっかけ

づくりとして、1歳半のこども

をへ絵本を贈ります


